
５ｸ

生
す
る
葦
地
を
残
し
て
居
る
。
‘

得
ず
、
池
賊
ど
切
離
し
て
茶
賊

例
へ
’
ば
、
三
司
を
離
れ
て
茶
場
司
を
論
じ

小
考
へ
ら
れ
犬
諸
椎
法
と
別
に
蒼
椀
が

あ
る
わ
け
は
な
い
が
、
さ
れ
ば
と
て
三
司
や
流
賊
被
法
な
ど
の
一
般
的
資

餌
を
も
ヽ
本
書
に
加
へ
が
事
は
ぼ
漸
ぬ
・
網
０
　
日
の
様
な
聯
関
か
を
有
す

る
事
を
考
へ
れ
ば
、
資
料
集
は
完
璧
を
期
し
得
な
い
と
言
ふ
凛
も
出
家
、

更
に
頼
言
す
れ
ば
、
資
料
集
が
存
貧
す
る
價
値
瀬
ｂ
や
否
や
と
言
ふ
疑
問

に
迄
疲
朕
す
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
　
０

　

こ
ん
な
１
　
暴
な
議
論
を
此
所
に
試
み
る
事
は
、
こ
の
名
著
に
對
し
て
は

雷
を
得
な
い
事
＊
？
の
で
あ
る
が
、
資
料
集
ば
か
ｈ
’
が
汎
濫
し
て
罠
の
歴
史

書
に
乏
し
い
中
國
に
あ
る
筆
者
が
、
日
々
行
き
あ
に
つ
て
居
る
同
題
―

資
料
主
義
に
對
す
る
疑
惑
に
又
も
捕
は
μ
Ｉ
る
ま
う
に
、
此
所
に
附
記
し

た
訓
な
の
で
あ
る
。
佐
伯
氏
が
、
こ
の
餐
料
を
。
中
心
と
し
て
多
数
の
名
著

を
登
表
さ
れ
る
事
を
信
じ
、
私
の
暴
論
が
雲
消
霧
散
す
る
日
の
近
き
事
を

所
っ
て
摺
車
す
る
ｏ

.
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
福
誠
二
〕

　
　

大
唐
西
域
記
９
研
究

　

上
薗

　
　

足
立
喜
六
著

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
七
年
十
二
月

　

洙
蔵
館
登
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ
Ｘ
Ａ
５
判
五
七
五
頁

　

定
價

　

拾
貳
圓

　

大
唐
西
域
記
は
、
求
法
信
玄
非
三
蔵
が
、
貞
数
三
年
秋
八
月
長
安
を
出

て
、
同
十
九
年
春
正
月
西
京
に
入
る
ま
で
、
西
域
印
度
を
踏
破
せ
る
際
の
、

一
の
見
聞
据
ご
Ｉ
紀
行
と
い
り
意
味
で
は
な
く
て
、
見
謝
し
た
諸
皿
の
事
情

を
録
し
仁
も
の
、
印
も
地
志
―
に
し
て
"
Ｅ
二
十
年
七
片
瀞
献
せ
る
撰
逍

な
る
は
、
人
の
ま
く
知
る
所
で
あ
る
。

　

本
書
の
研
究
は
、
十
九
世
紀
後
牛
に
、
西
洋
の
學
者
に
よ
っ
て
開
始
さ

れ
、
Ｓ
t
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ｌ
ａ
ｆ
　
Ｊ
ｕ
l
i
e
n
｡
　
Ｓ
ａ
ｍ
ｕ
a
l
　
Ｂ
ｅ
ａ
ｌ
.
　
Ｔ
ｈ
ｏ
ｍ
ａ
ｓ
　
Ｗ
ａ
ｆ
ｌ
＾
ｒ
ｓ
諸
氏
が

夫
ｔ
傅
課
を
出
し
た
外
、
部
分
的
な
研
究
報
告
も
亦
多
き
を
蓼
す
る
。
他

方
此
の
地
方
の
賀
地
踏
査
も
迦
め
ら
れ
、
古
地
環
・
否
文
化
に
開
す
る
知
。

気
仙
大
い
に
登
屡
し
μ
。

　

我
國
に
於
い
で
も
、
八
。
町
治
四
十
四
年
七
月
、
京
都
帝
國
大
學
文
科
大
學

は
、
’
高
麗
本
を
底
本
と
し
、
宋
明
薮
本
・
本
邦
古
寫
本
’
・
薔
校
訂
本
４
瀧
。

を
用
ひ
た
る
校
訂
本
を
出
し
、
大
正
元
年
、
堀
謙
徳
氏
は
、
’
前
記
西
乖
學

屠
の
研
究
を
參
考
す
る
と
共
に
、
此
等
西
洋
翠
者
に
快
け
て
『
ゐ
た
、
佛
教

學
知
識
も
躯
使
。
し
て
べ
解
説
西
域
記
守
を
出
し
、
夫
々
學
界
を
神
益
す
る

所
が
あ
っ
む
。
・
』
此
の
二
者
は
西
域
記
研
究
史
上
不
滅
の
功
績
を
残
し
ｔ
も

の
で
あ
占
ヽ
其
。
の
も
大
正
疆
齢
は
ヽ
前
者
の
校
訂
を
更
に
一
が
進
め
た
に
が
、

今
に
及
ん
’
で
は
、
何
れ
も
容
易
に
青
年
學
徒
の
手
に
は
入
り
蕪
い
の
で
あ
‘

　

然
る
に
最
近
、
足
立
喜
六
氏
「
大
法
匹
埼
記
の
研
究
」
を
刊
行
せ
ら
れ
、

共
の
「
ぬ
義
を
簡
明
正
確
に
直
解
し
て
、
特
に
其
の
地
理
的
開
係
を
考
へ
、

以
っ
て
ぶ
奘
の
旅
行
の
鋸
和
を
閑
明
せ
ん
」
と
せ
ら
れ
た
ｏ
此
の
本
の
大

豊
の
穀
裁
社
、
Ｗ
ａ
.
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
氏
以
来
の
誕
明
法
に
則
り
、
倦
ご
か
ら
窄
七
に

至
る
各
俗
の
、
一
國
の
記
事
を
Ｉ
。
章
と
し
、
其
の
内
容
多
岐
I
)
頁
る
時
は
、

班
に
此
を
小
節
に
分
っ
て
標
題
を
附
し
、
各
章
節
は
、
①
句
蹟
返
鮎
を
附

し
だ
る
本
文
、
②
訓
み
下
し
文
、
・
③
此
が
説
明
考
誼
を
載
せ
。
て
恥
る
ｏ
但
・

し
濁
は
除
か
れ
て
力
る
章
節
も
あ
～
）
。

　
　
　
　
　
　
　

”
づ

　

今
そ
の
金
鼓
を
通
蹟
す
る
に
、
’
著
者
の
腎
心
の
跡
雁
然
仁
る
も
切
あ
る

を
見
る
。
而
も
吾
人
は
そ
こ
に
幾
多
の
不
満
な
き
を
得
な
い
。
以
下
率
直

　
　
　

～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　

Ｉ

　
　
　
　
　

ｒ

に
私
見
を
述
ぶ
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　

第
一
本
文
印
取
扱
方
に
つ
い
て
の
著
者
の
痍
度
は
、
大
學
校
訂
本
が
、

但
諸
本
の
異
同
を
列
皐
す
る
の
み
に
し
て
、
「
軌
の
誰
本
を
以
つ
て
疋
常
と

覚
む
。
べ
き
か
を
研
究
」
す
る
市
は
後
冰
の
例
題
と
し
て
践
し
て
ゐ
る
と
心
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し
て
、
是
が
解
決
を
計
ら
ん
と
し
仁
も
の
と
恩
は
れ
る
・
吝
の
意
図
の
北

大
に
し
て
、
著
忽
の
白
山
な
る
、
吾
人
の
感
服
お
か
ざ
る
所
、
而
も
理
想

の
高
這
に
し
て
、
現
官
の
件
な
は
ざ
る
は
、
吾
人
の
搬
も
泄
憾
と
す
る
所

で
あ
る
。
私
見
に
依
れ
ば
、
本
薯
テ
キ
ス
ト
は
床
本
で
あ
る
が
、
所
々
に

宋
本
と
の
異
同
が
あ
る
の
は
、
大
學
本
乃
至
大
正
蔵
本
を
以
っ
て
、
著
者

が
好
む
所
に
従
ひ
、
文
字
？
改
曼
し
‘
た
も
の
で
恥
名
・
誤
植
の
少
な
か
ら

ざ
る
は
、
今
は
趣
べ
す
。
文
字
の
校
勘
に
於
て
甚
だ
杜
撰
な
る
を
畳
え
る
。

例
へ
ば
、
本
書
七
頁
の
大
地
菩
薩
、
九
二
頁
の
中
陰
生
の
如
き
、
麗
本

に
従
ふ
事
に
依
っ
て
理
解
の
極
め
て
容
易
に
な
る
鮎
も
何
故
か
麗
本
に
従

は
す
、
或
は
又
し
ば
く
自
ら
必
好
む
所
に
依
っ
て
文
字
を
麦
改
す
る
も

其
の
理
由
明
か
で
な
く
｀
ニ
つ
ぼ
が
ら
書
人
の
極
め
て
奇
怪
と
’
す
る
所
で

あ
る
ｏ
永
仁
、
五
二
〇
頁
の
基
陛
、
五
二
二
頁
の
如
来
歎
惜
斯
何
不
遇
の
、
『

　
　
　
　
　
　
　
　

／

基
・
惜
は
夫
々
大
學
本
の
誤
植
に
基
く
も
の
で
み
ｈ
ツ
、
媒
前
者
は
大
學
本
で
’

は
、
正
し
く
は
階
階
に
作
る
べ
く
、
宋
本
で
は
、
陛
階
に
作
っ
て
ゐ
る
込

い
ふ
ｏ
而
し
て
著
者
が
好
ひ
所
は
、
基
陛
で
あ
る
。
後
者
は
大
學
本
で
は

如
采
飲
嘆
如
何
不
遇
と
あ
る
の
が
正
し
い
。
（
閃
み
に
「
如
」
は
、
宋
本
で

は
「
斯
」
に
作
る
。
故
に
余
本
に
従
ふ
本
著
に
問
題
は
無
い
の
で
あ
る
）
。

大
ｇ
?
本
の
不
注
ｉ
w
る
誤
植
を
以
っ
て
、
是
と
す
る
如
き
は
、
吾
人
の
考

へ
及
ば
な
い
所
で
あ
る
と
｛
Ｅ
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
尤
も
大
正
繭
紬
本
も
基
階

に
作
口
て
、
宋
元
明
本
は
基
降
に
作
る
と
な
す
。
叉
欺
惜
斯
は
敵
惜
如
に

作
る
。
大
正
殲
糾
の
往
々
に
し
て
、
誤
植
粗
漏
あ
る
は
識
者
の
等
し
く
認

む
る
所
に
し
て
、
事
の
此
處
ｔ
至
る
鰐
相
は
ほ
＞
>
ｉ
＼
か
で
あ
る
。

第
二
訓
蹟

　
　
　
　
　
　
　

し

　

著
者
が
訓
讃
の
方
針
は
、
①
文
字
に
捉
は
れ
る
事
な
く
、
ヽ
意
義
に
嫁
っ

て
文
を
蹟
む
こ
と
、
②
支
那
の
學
者
核
古
文
を
辨
す
る
の
に
字
数
を
揃
へ

　
　

－
ｊ
ｒ
゛
ｆ
ｉ
７
！

　
　
　

゛

　
　

・

て
句
切
る
通
弊
が
あ
る
。
こ
れ
は
唐
代
に
も
六
朝
の
騏
麗
盛
が
因
襲
せ
ら

れ
て
居
る
と
の
見
解
に
出
た
も
の
で
あ
ら
う
。
玄
奘
の
文
章
は
決
し
て
斯

る
形
式
に
捉
は
れ
仁
も
の
で
は
な
い
。
句
読
鮎
を
加
ふ
る
に
は
最
も
慎
重

に
考
慮
が
彿
ぱ
れ
る
べ
き
だ
と
い
ふ
に
あ
る
。

　

以
下
此
の
見
解
に
基
づ
い
仁
る
訓
漬
に
就
い
て
吟
味
を
す
る
。
先
づ
八

六
頁

　

似
序
塞
烈
風
俗
剛
狐
多
衣
・
‘
皮
褐
‘
亦
其
所
・
宜
。
文
字
風
数
貨
幣
之
用

　

同
二
親
貨
迦
國
　
０

　

先
づ
著
者
の
訓
誼
を
聞
か
う
。
「
気
序
は
寒
烈
、
風
俗
剛
狐
に
し
て
多

く
皮
梱
を
衣
た
れ
ど
も
亦
ぞ
の
宜
し
き
所
な
り
」
。
所
宜
は
物
産
を
指
す
。

故
に
句
諭
は
四
字
上
へ
μ
る
。

　

次
に
二
‘
四
八
頁

　

池
沼
十
敷
映
帯
。
左
右
彫
’
石
認
い
岸
、
殊
形
異
類
。
激
水
洽
流
洞
惚
漂

　

注
。
云
云

　

と
あ
る
始
め
の
十
二
字
の
読
方
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
、
著
者
が
砺
謂

「
殺
ひ
惧
重
」
砂
考
慮
の
下
Ｋ
仔
敲
を
切
ら
れ
た
好
標
本
の
一
つ
７
砂
る
・

印
も
玄
奘
の
文
々
四
六
文
と
見
て
は
い
け
な
い
と
の
著
者
の
前
述
の
主
張

に
由
来
す
る
。
の
で
ゐ
。
る
が
、
何
故
に
然
る
か
全
く
見
常
が
０
か
な
い
・
。
斯

の
如
き
例
を
若
し
好
４
で
列
単
す
る
な
ら
ば
、
賞
に
枚
拳
に
逞
な
い
で
あ

ら
う
。
試
み
に
二
三
の
例
を
挙
げ
て
、
著
者
が
訓
読
方
針
の
誤
れ
る
事
を

示
し
た
に
過
ぎ
ぬ
。
而
し
て
楢
ほ
Ｉ
言
す
べ
き
は
著
者
が
充
分
な
用
意
な

く
し
で
、
殊
に
佛
敦
関
係
の
準
備
不
充
分
゛
に
し
て
本
研
究
に
従
は
れ
、
Ｉ

れ
の
本
署
に
影
響
す
る
鮎
の
少
ぺ
な
い
事
ぽ
極
め
て
遺
憾
と
す
る
所
で
あ

第
一
吊
誕
明
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１
、
地
理
的
方
面
。

　

玄
奘
の
皐
げ
た
土
埃
と
其
行
程
と
を
地
岡
に
標
示
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
Ｉ

す
る
熱
意
と
努
力
に
は
敬
意
を
表
す
る
０
　
本
書
に
於
い
て
、
践
祗
迦
を

　

Ｈ
ａ
ｌ
ａ
ｕ
ｒ
ｋ
ｕ
m
と
し
、
‐
凌
山
を
Ｍ
ｕ
ｚ
ａ
ｒ
ｔ
　
Ｐ
.
と
し
て
考
謐
し
て
ゐ
る
。
の

は
ヽ
興
味
深
い
。
し
か
し
群
小
國
名
の
、
－
如
何
に
も
見
事
な
解
明
Ｕ
、
唐

音
と
現
代
晋
と
の
何
等
か
の
相
似
に
基
礎
を
置
く
も
の
の
如
き
も
、
吾
人

を
脆
得
す
る
に
足
る
稜
極
的
誼
嫌
の
見
ら
れ
な
い
の
は
、
最
も
量
憾
と
す

る
所
で
あ
る
。

２
、
数
量
的
方
面
。

　

著
者
は
印
慶
の
國
俗
喩
繕
那
は
小
程
三
十
唐
里
で
あ
る
と
し
、
従
っ
て

地
方
傅
来
の
論
繕
那
数
を
、
三
十
倍
し
た
も
の
を
玄
奘
は
記
し
て
ゐ
る
と

考
へ
る
。
此
の
事
に
し
て
か
ら
が
先
づ
問
題
Ｔ
あ
る
の
に
、
更
に
我
々
に

と
っ
て
、
納
得
し
が
た
い
こ
と
は
、
諭
繕
那
と
は
、
玄
奘
の
所
謂
「
白
古

聖
王
［
日
車
慧
で
あ
り
、
土
地
の
曹
慣
や
、
行
路
の
除
夷
に
採
り
、
一

’
定
し
た
長
さ
の
な
い
事
は
、
著
者
自
ら
云
ひ
な
が
ら
、
現
代
の
「
輦
密
な

る
亀
閻
ト
に
依
る
圖
上
の
距
離
を
引
合
に
ほ
し
て
一
論
繕
那
の
叫
数
を
計

算
し
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

‘

　

以
上
で
本
研
究
の
批
許
を
ほ
Ｉ

巻
へ
の
希
望
を
述
べ
て
、
結
論
に
代
へ
る
。
即
ち
、
本
文
の
校
正
を
巌
に

す
る
と
共
に
、
現
在
に
於
い
て
最
も
完
備
し
た
考
異
を
附
し
こ
者
者
が
好

む
所
に
従
っ
て
、
文
字
を
改
愛
す
る
事
は
自
由
な
’
る
も
、
其
の
橡
る
所
を

明
に
し
で
、
後
進
を
し
て
過
ら
し
■
Ｓ
ｉ
:
＊
い
様
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
七

－

　
　

ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　

ｒ

　
　
　
　
　
　

ｊ

か
く
の
如
き
注
意
を
柳
ふ
と
せ
ん
か
、
大
正
蔽
紋
の
浩
滑
に
し
て
、
京
大

本
亦
ご
手
し
易
か
ら
や
、
加
ふ
る
に
液
國
池
布
本
の
殆
X
l
信
を
置
き
銀
く

し
て
、
わ
づ
か
に
四
部
叢
刊
本
、
國
學
基
本
叢
書
本
を
以
っ
て
、
不
便
を

’
・

　
　
　
　
　
　
　
　

ｘ
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　

し
の
ぐ
現
状
に
於
て
は
、
；
本
「
研
究
」
の
我
國
文
化
に
貢
献
す
る
所
以
亦

゛
明
か
で
あ
る
と
信
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　

余
は
此
の
方
瓦
の
古
地
理
に
闘
し
ｔ
ズ
プ
の
素
人
で
あ
り
、
又
生
来
数

　
　

理
に
開
し
て
も
樺
め
て
暗
い
。
加
へ
て
編
輯
子
は
時
日
を
奥
へ
る
に
Ｉ

　
　

週
間
を
以
つ
て
’
し
仁
。
著
者
が
最
も
意
を
そ
ｓ
い
だ
I
＊
Ｊ
思
は
れ
る
最
後

　
　

の
二
鮎
を
充
｀
分
に
精
査
し
て
蔵
べ
る
事
の
昨
末
な
い
の
社
極
め
て
残
念

で
あ
る
。

/S

〔
松
村
慈
孝
〕

　
　

北
京
西
郊
石
景
山
か
ら
漢
代
の
遺
物

曹
韻
以
来
北
京
西
郊
石
景
山
製
撤
所
構
内
の
工
事
場
で
、
絞
々

古
め
か
し
．
い
土
器
鮮
衰
釧
さ
れ
て
ゐ
汀
が
い
今
回
小
野
勝
年
氏
の

　

一

寅
地
調
査
を
得
て
前
哨
時
代
の
痘
晶
仁
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

～
出
土
品
は
大
部
分
瓦
製
の
明
器
で
、
壷
、
鼎
、
鉢
等
で
あ
る
’

が
、
そ
の
多
く
に
博
山
形
の
蓋
が
Ｊ
い
て
ゐ
る
こ
と
が
興
味
を
ひ
’

き
、
そ
ａ
他
五
誄
競
、
銅
製
の
化
粧
刷
子
の
柄
、
内
行
花
文
精
‐
白

鏡
の
破
片
な
ど
も
登
見
さ
れ
七
ゐ
て
、
そ
れ
n
に
S
^
は
前
漢
時
代
の
様

式
を
充
分
に
あ
ら
は
し
て
ゐ
る
。

　

な
ほ
こ
の
他
同
工
事
場
附
近
の
黄
土
断
崖
か
ら
二
列
の
碑
壁
が

画
ら
は
れ
、
そ
こ
か
ら
Ｊ
莽
の
Ｉ
「
大
泉
じ
十
」
二
枚
が
登
見
さ
れ

て
ゐ
る
髭
よ
り
み
て
、
こ
れ
は
後
良
頃
の
墳
墓
の
羨
道
に
常
る
も

‘
の
と
解
さ
れ
、
を
し
そ
の
奥
忙
玄
室
で
も
歿
つ
て
を
れ
ば
更
に
興

味
深
い
も
の
と
今
後
の
調
査
が
期
待
Ｊ
れ
て
ゐ
乙
。

　

北
京
近
郊
に
於
て
こ
の
種
痘
蹟
の
い
ま
だ
學
術
的
調
査
を
へ
な

い
今
日
、
ｉ
ｆ
！
重
な
灸
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
三
月
十
主

政
付
「
東
亜
新
報
」
夕
刊
よ
り
）
。
‘
作
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